
お仏
ぶ っ

飯
ぱ ん

 

「いのち」をつなぐ 

お寺やお家のお内仏では、お朝事
あ さ じ

のあとに、お仏飯を備
そ な

えします。お仏

飯は「いのち」をつなぐ源ですから、まずは、み仏様にお仏飯をお備えし

ます。ここを、はじまりにしましょう。はじまりとおわりは大切です。 

   

 食前と食後の言葉に込められた意味 
食前の言葉 

 み光
ひかり

のもと われ今さいわいに 

 この浄
きよ

き食
しょく

をうく 

 いただきます 

食後の言葉 

 われ今 この浄
きよ

き食をおわりて 

 こころ豊
ゆた

かに 力
ちから

身
み

にみつ 

 ごちそうさまでした 

 

 食前と食後の言葉の「浄
きよき

き食
しょく

」は、「いのち」をいただくことで「いのち」

をつなぐことの意味が込められています。また、食前には、「幸い」に食
しょく

を

いただけるありがたさが謳
う た

われています。そして、食後にも「浄
きよき

き食
しょく

」をい

ただいて、「いのち」をつなぐことができた感謝を述べることでおわります。   
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